
年表⑤

注1）SO：サテライトオフィス
注2）本⾴は、美波町職員・徳島県職員・創造的⼈材(IT)へのヒアリング結果（H29.11.13）、美波町職員・地域代表者へのヒアリング結果（H30.11.22）、
   並びにヒアリング提供資料等をもとに作成

注1）SO：サテライトオフィス
注2）本⾴は、美波町職員・徳島県職員・創造的⼈材(IT)へのヒアリング結果（H29.11.13）、美波町職員・地域代表者へのヒアリング結果（H30.11.22）、
   並びにヒアリング提供資料等をもとに作成
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創造定住拠点形成事例

徳島県美波町における創造的⼈材(IT)参加型の地域づくりシナリオ(2/2)

創 造 的 ⼈ 材 (IT)
参加型地域づくり
の段階

他分野主体 地 域 住 ⺠創造的⼈材 (IT)
⾏ 政

町 徳島県 国⼟
交通省

年表⑦

年表⑨

年表⑧

年表⑩

年表⑪

年表⑫

年表⑬

年表⑬

SO 体験可能な
拠点形成【⾏政版】

創造的⼈材 (IT)の増加に貢献

SO 体験可能な拠点形成【⺠間版】

⾃社・他分野の
雇⽤にも貢献

6 次産業化
レストラン整備

⼦どもの⼆地域居住事業を検討

IoT 等の科学技術等を活⽤し、漁業技術を可視化

IoT 等の科学技術等を活⽤し、
⾼齢者等⾒守りにチャレンジ

多様な主体が連携可能な場を提供

多様な主体が連携可能な場を提供

地域雇⽤発⽣

⾏政連携による協議会を設⽴
→創造的⼈材 (IT)の移住・活動⽀援策検討

創造的⼈材 (IT)
が 移 住・活 動 し
易い環境の形成
を⽀援すること
が重要

移住希望者が気
軽に SO を体験
できる拠点形成
が重要

地域雇⽤者確保
に向けた創造的
⼈ 材 (IT) の 育
成が重要

地場産業（農業）
の振興に向けた
取組が重要

多様な主体連携
により新たな地
域⽂化を創造す
ることが重要

地場産業（漁業）
の振興に向けた
取組が重要

最先端技術を活
⽤して新たな取
組にチャレンジ
することが重要

実践段階における
重要な視点

●創造的活動を⽀援する環境の形成

●新たな地域⽂化の創造

●新たな取組にチャレンジ

●⼈的資源の誘致

●⼈的資源の育成

●農業の振興

●漁業の振興

地域づくりの多様な主体地域づくりの多様な主体地域づくりの多様な主体

創造定住拠点形成事例

徳島県美波町における創造的⼈材(IT)参加型の地域づくりシナリオ(1/2)

創 造 的 ⼈ 材 (IT)
参加型地域づくり
の段階

他分野主体 地 域 住 ⺠創造的⼈材 (IT)
⾏ 政

町 徳島県 国⼟
交通省

年表① 年表②

移住⽀援
組織⽴上

地域住⺠
キーマン

⾃治体
キーマン

情報基盤
整備

年表④年表③

SOプロジェクト
実証実験展開

創造的⼈材 (IT)
を呼込むために
必 要 な 基 盤 整
備・取組が重要

創造的⼈材 (IT)
を呼込むための
実証実験が重要

（まずは試す）

祭り等をきっか
けに地域に受容
れてもらうこと
が重要

地域住⺠・移住
者が気軽に交流
できる拠点形成
が重要

創造的⼈材 (IT)
が各主体のキー
マンと関わる
きっかけを創出
することが重要

⽴上段階における
重要な視点

実践段階における
重要な視点

●利便性・安⼼感等の体験

●利便性・安⼼感等の体験

●各主体のキーマンとの関わり創出 

●地域とのコミュニケーション

●コミュニケーションの場形成

地域づくりのキーマンが参加

働く場探しの案内役として関わる

地域課題の解決を⽬的に
美波町に SO を開設 (Iターン )

地域コミュニティ( 祭り等 )に参加して
コミュニケーションを図る

祭りを主催してコミュニケーションを図る

年表⑥
遊休不動産をリノベーションして

コミュニケーションの場形成

移住タイミングにおける課題をきっかけに各主体の
キーマンとの関わりが始まる

働 く 場 (ＳＯ新 設 場
所） 等
⾃治体キーマンより
物件紹介

課題：

解決：

趣 味（例：⽥ ん ぼ）
の場 等
地域住⺠キーマンが
尽⼒

課題：

解決：

地域づくりの多様な主体地域づくりの多様な主体地域づくりの多様な主体

“場” を提供
創造的⼈材 (IT)の

存在を紹介
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創造的⼈材 (IT) の取
組等を応援するきっ
かけは祭り等を通じ
た交流

多様な
分野

農業
分野

漁業
分野

美波町
等

徳島県

漁業
分野
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他分野主体 地域住⺠
⾏政

美波町 徳島県 国⼟交通省
多様な主体

時間軸
創造的⼈材（IT）( 株式会社あわえ）

①美波町移住交流⽀援センター：町内の空き家情報のほか、移住に伴い必要となる教育や⼦育てに関する情報、医療機関に関する情報など、⾝近な問題の
相談に応じるためのセンター。
・美波町定住促進補助⾦：町内にある家屋を所有者から購⼊または借り⼊れて、活⽤⼜は居住のために増改築を⾏う場合、5 年以上活⽤⼜は居住することを条
件として、増改築費⽤の 2/3 で上限 200 万円を町が補助する。
②全県 CATV 構想：地上デジタル放送への対応、⾼速・⼤容量常時接続のブロードバンド環境の整備、IP 電話網の整備、コミュニティ情報・災害情報の提
供により、地域の活性化・振興を⽬指す。
③SO オフィス実証実験：神⼭町・美波町において SO オフィス実証実験が⾏われた（2011.9）。徳島県美波町では美波町伊座利が対象地区に選ばれた。
④とくしま集落再⽣プロジェクト：過疎地域の中でも特に厳しい状況にある限界集落に焦点を当て、集落再⽣の成功事例を創出するための具体的な取組策
を提⽰している。サテライトオフィスプロジェクトも含まれる。

注 1）表中の番号は「徳島県美波町における創造的⼈材 (IT) 参加型の地域づくりシナリオ」における年表番号、 ※写真提供：株式会社あわえ

⑦「四国の右下」若者創⽣協議会：徳島県南部圏域のサテライトオフィスを対象に、さらに良いオフィス環境のために、滞在や移動に関するコスト低減や広報、
採⽤、情報共有のためのサポートを⾏う制度。
⑩美波町クリエイターズスクール：全国応募の中から美波町クリエイターズスクールに⼊る⼈材を選定する。地域産品をブランディング・拡販できる⼈材
育成、美波町に進出した IT 企業で働ける⼈材育成等を⾏っている。
・ヒストリーフォトストックサービス：地域の街並み等の写真のデジタル化を⾏い、クラウドサーバー上に保存・管理、利活⽤するまでのシステムを開発
している。観光等での利活⽤を想定している。
・地⽅創⽣担当者育成プログラム：企業誘致・若者移住に取り組む、地⽅⾃治体等への研修を実施している。
⑫デュアルスクール事業：地⽅と都市、双⽅の教育委員会の間の合意があれば、転校⼿続を簡略化して、2 校間の移動が容易になる。地⽅と都市双⽅の視
点を持った多⾯的な考え⽅のできる⼈に育てることを⽬的としている。

創造定住拠点形成事例

徳島県美波町における創造的⼈材（IT）参加型の地域づくり年表
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2010年

2011年

2016年

2017年

2018年

2000年
2005年

2014年

2015年

2012年

2013年

東京在住

美波 Lab で学
⽣ 向 け ア プ リ
開 発 合 宿 開 催

（2012-2015）

卒業⽣
（地元住⺠）の雇⽤

創造的⼈材 (IT) 主催の
祭りを積極的に開催
創造的⼈材 (IT) 主催の
祭りを積極的に開催
創造的⼈材 (IT) 主催の
祭りを積極的に開催

受⼊・⽀援・雇⽤

課題解決に取組む

徳島県・美波町も協⼒

SO オフィス
ツアー開催

（2012.1）

SO オフィス
実証実験

（2011.9）

地元⾷品提供

地元住⺠雇⽤

地 域 主 催 の 祭 り
【太⿎屋台担ぎ等の役割を担う】

産直レストラン開店
(Odori)

【阿波尾鶏・地元野菜を活⽤】

最先端技術等活⽤による
イノベーション創出拠点の形成
最先端技術等活⽤による
イノベーション創出拠点の形成
最先端技術等活⽤による
イノベーション創出拠点の形成

⼦どもの⼆地域居住の推進
【都市部・徳島の学校を⾏き来】
⼦どもの⼆地域居住の推進
【都市部・徳島の学校を⾏き来】
⼦どもの⼆地域居住の推進
【都市部・徳島の学校を⾏き来】

交流拠点 ( 初⾳湯 ) 形成
【地域・移住者の交流の場】

美波町に｢美波 Lab｣開設
( 株 )ｻｲﾌｧｰ･ﾃｯｸが進出（2012.5）

デュアル
スクール事業連携 デュアル

スクール
事業連携

6 次産業化に向けた
商品開発

SO 体 験 施 設「戒 邸」 
開設（2015.7）

「Odori kitchen」
運営・プロデュース

「Odori kitchen」開設

デュアル
スクール事業

（2016.10)

遊 休 不 動 産 リ ノ ベ ー
ションにより交流拠点

「初⾳湯」開設（2014）
※（株）あわえ移転

美波町クリエイターズスクール開始（2014 〜）

新たに ( 株 ) あわえ起業（2013.6）

学⽣
インターン 参加

参画

年表①

年表③

年表③

年表④

年表③

年表⑦

年表⑨

祭り等の地域⾏事に
積極的参加

年表⑤

年表⑤
年表⑥

年表⑪

年表⑪

年表⑪
年表⑪

年表⑪

年表⑩

年表⑩

年表⑧

年表⑫年表⑫
年表⑫

年表⑬

年表④

年表④

年表②

年表③

97 98


